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トリプル改定はステルスダウン？

やりたい臨床のため、入念なマーケティング
不要の医療モールを選択

大塚 崇史先生おおつか内科・消化器内科・IBDクリニック

私の開業体験

保険医協会の
役立つサポート
勤務医生活を支える

　今年度は診療報酬、介護報酬、障害福祉サービス
等報酬のトリプル改定、6年振りである。2024年問題
と称される勤務医、ドライバー、建設業従事者が猶
予期間が終わって残業規制などが始まる年でもあ
る。診療報酬の改定率はプラス0.88%だが、その殆ど
の0.61%は職員の賃上げに使えとの指示。最近軽視
されがちな中医協（中央社会保険医療協議会）の頭
越しで異例の事態。900万人の就業者を抱える巨大
労働分野なので、社会的影響を考え、財務省の1%引
き下げ要求を政府が振り払ったのであろう。
　25年振りに0.06%上げられた入院時の食事費も。
これは食材、光熱費などの高騰で倒産も出始めた赤
字基調の病院給食委託業者の救済の第一歩になっ
て欲しい。今後また25年間据え置くのでなく、次回の
第二歩を期待したい。
　今回の改定は実質的にはマイナス、つまりステルス
改定という声も多い。まず救命救急入院料や特定集
中治療室管理料を算定する治療室に勤務する専任
の医師は、宿日直を行う医師ではない、宿日直を行
なってはいけない事が求められている。DPC対象病
院は調査期間1月当たりのデータ数が90以上を満た
す事が必要となった。回復期に高齢者救急をという
今回改定の目玉的な地域包括医療病棟入院料で

は、ADLが入院時と比較して低下した患者の割合が
５％未満でないと駄目。つまり手術などでの体力低下
など高齢者の特性が無視され、導入をためらう様な
要件が付いている。
　本来医療は、江戸の頃よりこの国の基幹事業と
言っても過言ではない。能登の棚田に見られる様に
極めて平地が少なく、また石油、石炭、鉄などの地下
資源も乏しい。そんな我が国が先の負け戦まで広大
な平野と豊かな地下資源を持つ合衆国や旧ソビエト
連邦とほぼ互角にやり合っていたのである。これは
我々の先人達が江戸の昔から自分は食うものは食わ
んとて子や孫に食わせ、着るもの着んとて子達には着
せ、子供達の健康と成長を守り、その肉体に良い躾
や教育をしてきたからである。つまり良い市民、国民
を育てたから列強（？）の仲間になれたのである。そ
れがこんなに豊かになった平成、令和に医療費や教
育、研究費を抑制するのか、私の悪い頭では全くもっ
て理解出来ない。
　今後の我が国の進む道は原点に帰って科学技術
立国しかあり得ない。兪炳匡先生の言うプランBの選
択肢が正解と考えている。読者諸兄姉のお考えはい
かが？
（蛇足）ステルスは独語の隠語でステルベンから。亡くな
る。隠れる。尚、私は英語のStealthの方が正当だと今も考
えている。診療報酬が盗まれたとまでは言わないが…。

邉見 公雄先生全国公私病院連盟 会長
トリプル改定はステルスダウン？

連載コラム

「30年ぶりの新芽」
桂花團治のコラム「咄のはなし」

職員の労働環境にも気を配り
人材育成に投資する「学べる病院」

大西 祥男先生加古川市民病院機構 理事長
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●兵庫県保険医協会は保険医の生活と権利を守り、国民医療の向上を目指す医師・歯科医師の自主的な団体です。
●医師の働き方改革や新専門医制度など勤務医が抱える問題にも取り組んでいます。●会員数は7,700人を超え、ご
勤務の先生も1,800人が会員となっています。●先生方の生活や診療を支える有利な共済制度や各種融資制度、診療
に役立つ臨床研究会、医師・歯科医師の団体ならではの開業サポートなど、会員のニーズに答える様々な活動を行っ
ています。まだご利用でない先生はぜひ入会いただき、保険医協会のサポートをご活用ください。



医
療
は
成
長
産
業
医
師
増
員
を
求
め
る
請
願
署
名
に
ご
協
力
を

働
き
方
改
革
実
施
と
同
時
に

医
学
部
定
員
削
減
？

　

日
弁
連
の
決
議
に
加
え
、さ
ら
に
強
力
な
助
っ
人
が
現
れ

た
。
日
経
B
P
の
医
療
・
健
康
ビ
ジ
ネ
ス
の
未
来

2
0
2
3
―
2
0
3
2
の
世
界
市
場
規
模（
推
計
）で
あ
る
。
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2
0
年
の
自
動
車
産
業
が
4
0
0
兆
円
、I
C
T
産
業

は
5
0
0
兆
円
な
の
に
対
し
、
医
療
・
健
康
産
業
は

1
4
0
0
〜
1
5
0
0
兆
円
と
ト
ッ
プ
で
、な
ん
と

2
0
3
2
年
に
は
医
療
・
健
康
産
業
は
2
6
0
0
〜

2
8
0
0
兆
円（
う
ち
医
療
は
2
2
0
0
〜
2
3
0
0
兆

円
）と
さ
ら
に
増
大
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。医
療
は
巨
大
な

成
長
産
業
な
の
だ
。

成
長
産
業
と
し
て
の
医
療

　

日
本
を
長
い
経
済
低
迷
か
ら
脱
却
さ
せ
る
た
め
に
は
、い

つ
ま
で
も
既
存
の
自
動
車
産
業
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
頼
み
に

固
執
し
て
い
て
は
限
界
が
あ
る
。経
済
の
視
点
か
ら
す
れ

ば
、医
療
費
亡
国
論
か
ら
医
療
費
富
国
論
へ
方
針
を
大
転
換

す
べ
き
な
の
だ
が
、い
ま
だ
に
政
府
と
経
済
界
は
医
療
や
社

会
保
障
費
削
減
の
方
針
を
変
え
て
い
な
い
。

　

今
こ
そ
私
た
ち
が
声
を
あ
げ
て
医
師
の
絶
対
数
不
足
を

解
決
し
な
け
れ
ば
、成
長
産
業
と
し
て
の
医
療
が
瓦
解
し
て

し
ま
う
。ぜ
ひ
皆
様
に
も「
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
の
医
師

増
員
を
求
め
る
請
願
書
名
」に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

「
医
療
費
富
国
論
」を
実
現
す
る
医
師
増
員
を

　

大
企
業
の
従
業
員
か
ら
5
年
遅
れ
で
４
月
か
ら
医
師
に

も
働
き
方
改
革
が
実
施
さ
れ
る
。
し
か
し
、
働
き
方
改
革

と
は
名
ば
か
り
で
医
師
に
の
み
他
職
種
の
倍
に
当
た
る
最

長
1
8
6
0
時
間
の
時
間
外
労
働
が
容
認
さ
れ
た
。
そ
の

根
本
原
因
は
O
E
C
D
平
均
よ
り
13
万
人
少
な
い
医
師
の

絶
対
数
不
足
だ
（
図
1
）。

　

さ
ら
に
深
刻
な
の
は
、
わ
が
国
は
人
口
当
た
り
医
学
部

卒
業
生
数
も
O
E
C
D
最
低
な
の
に
（
図
2
）、
2
月
26
日

の
「
医
師
養
成
過
程
を
通
じ
た
医
師
の
偏
在
対
策
等
に
関

す
る
検
討
会
第
二
回
」
で
は
、
2
0
2
6
年
度
医
学
部
臨

時
定
員
に
つ
い
て
日
本
医
師
会
の
釜
疱
敏
氏
が
将
来
的
な

人
口
減
少
を
理
由
に
「
定
員
が
増
え
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
主
張
す
る
な
ど
、
医
学
部
定
員
削
減

の
声
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

医
師
を
過
労
自
死
に
ま
で
追
い
込
ん
で
い
る
医
師
の
絶

対
数
不
足
の
根
底
に
は
、1
9
8
1
年
の
土
光
臨
調
答
申
を

受
け
た
厚
生
省
官
僚
が
1
9
8
3
年
に
唱
え
た「
医
療
費
亡

国
論
」と
、す
で
に
世
界
の
医
療
経
済
学
で
は
否
定
さ
れ
て

い
る「
医
師
数
増
加
が
医
療
費
増
の
大
き
な
要
因
」と
す
る

考
え
が
あ
る
が
、今
も
変
わ
っ
て
い
な
い（
図
3
）。

　

厚
労
省
は
さ
ら
な
る
医
療
費
削
減
を
目
指
し
て
、自
作
の

医
療
機
関
の
赤
字
と
医
師
不
足
を
錦
の
御
旗
に
、全
国

4
0
0
以
上
の
公
立
公
的
病
院
の
再
編
統
合
と
ベ
ッ
ド
数

削
減
を
押
し
進
め
て
い
る
。

　

各
地
で
地
域
医
療
を
守
ろ
う
と
市
民
が
立
ち
上
が
っ
て

い
る
が
、赤
字
と
医
師
の
働
き
方
改
革
で
追
い
つ
め
ら
れ
た

医
療
機
関
は
、「
再
編
統
合
し
な
い
と
病
院
が
若
手
医
師
に

選
ば
れ
な
い
」等
と
再
編
統
合
に
積
極
的
で
、病
院
と
市
民

が
分
断
さ
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
医
療
崩
壊
も
検
証
さ
れ
な
い
ま
ま
断
行

さ
れ
る
医
療
体
制
の
縮
小
で
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
日
本
の
医
療

だ
が
、
そ
こ
に
救
世
主
が
現
れ
た
。
日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、

昨
年
10
月
5
日
長
野
市
で
、「
人
権
と
し
て
の
『
医
療
へ
の
ア

ク
セ
ス
』
の
保
障
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
第
65
回
日
本
弁
護

士
連
合
会
人
権
擁
護
大
会
を
開
催
し
、
日
本
の
「
医
療
費
抑

制
策
の
転
換
と
、
医
師
不
足
の
解
決
」
等
を
決
議
し
た
の
で

あ
る
。
ぜ
ひ
決
議
文
を
ご
確
認
頂
き
た
い
。

人
権
と
し
て
の
医
療
の
ア
ク
セ
ス

医
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方
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革

医
師
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ャ
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本田 宏 先生

NPO法人医療制度研究会理事長

【ほんだ　ひろし】1954年福島県生まれ。79年弘前大
学卒業後、東京女子医科大学第3外科を経て、89年か
ら済生会栗橋病院に外科部長として勤務、2011年より
院長補佐。15年、外科医を引退し、講演活動に専念。医
療制度研究会理事長、弘前大学医学部非常勤講師。

【図1】 日本はOECD平均より「13万人」不足
          （人口10万人あたりの医師数）
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植山直人「勤務医の労働実態と働き方改革の方向性～医師のワークライフバランスと
　　　　 地域医療を守るために～」 （2018.9.15）を改編・追加

13万人不足

日
弁
連
決
議
全
文

　

振
り
返
れ
ば
私
が
36
年
間
医
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
間
に

も
、
C
T
や
M
R
I
、
鏡
視
下
手
術
か
ら
手
術
用
ロ
ボ
ッ
ト

ダ
ビ
ン
チ
、
新
規
抗
が
ん
剤
等
々
、
次
々
に
最
新
の
高
額
な
医

療
機
器
や
薬
剤
が
現
場
に
導
入
さ
れ
て
き
た
。

　

か
つ
て
社
会
的
問
題
と
な
っ
た
医
療
事
故
、
終
わ
ら
な
い
医

師
の
過
労
死
も
、
日
進
月
歩
の
医
療
に
対
応
す
る
医
師
の
増

員
が
必
要
だ
っ
た
の
に
、
医
療
費
亡
国
論
で
医
師
養
成
が
抑
制

さ
れ
た
結
果
だ
っ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
わ
が
国
の
医
学
論
文
の

減
少
な
ど
研
究
分
野
の
停
滞
ま
で
も
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
間
、
医
療
以
外
の
分
野
で
は
、
I
T
の
進
歩
に
伴
っ
て

I
C
T
関
連
産
業
で
働
く
人
材
は
爆
発
的
に
増
大
し
、
野
球

や
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
海
外
で
活
躍
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
も

珍
し
く
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
背
景
に
は
各
分
野
の
経
済
基

盤
の
充
実
と
人
材
の
す
そ
野
の
拡
大
が
あ
っ
た
。
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編
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医
療
は
ど
こ
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差
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迫
る
医
療
崩
壊
―
」
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視
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m
e
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【図2】 人口あたり医学部卒業生数 OECD「最下位」
          （医学部卒業生 2019年または直近年）
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【図3】 医療費高騰の要因は医師数ではない　
　　 主要因は「医療技術の進歩」

「改革」のために医療経済学 兪炳匡 北東亜州出版 2021年

■人口の高齢化
■所得の上昇
■医療分野と他の産業分野
　　との生産性上昇格差
　　

■医療保険制度の普及
■医師供給数
■その他の要因
　 　（医療技術の進歩が有力）
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宮
武　

先
ほ
ど
病
院
１
階
の
待
合
を
拝
見
し
ま
し
た
が
、平

日
の
午
後
で
も
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
て
い
ま

し
た
。ベッ
ド
数
は
６
０
０
床
、診
療
科
は
34
に
も
及
ぶ
そ
う
で

す
ね
。

大
西　

も
と
も
と
は
公
立
の
加
古
川
市
民
病
院（
４
０
５
床
）

と
民
間
の
神
鋼
加
古
川
病
院（
１
９
８
床
）が
２
０
１
１
年
に

統
合
再
編
し
、地
方
独
立
行
政
法
人
加
古
川
市
民
病
院
機
構
が

発
足
し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
加
古
川
西
市
民
病
院
、加
古
川
東

市
民
病
院
と
な
り
、２
０
１
６
年
に
両
病
院
を
統
合
し
現
在
の

加
古
川
中
央
市
民
病
院
を
開
院
し
ま
し
た
。東
播
磨
圏
域
の
高

度
急
性
期
医
療
を
担
う
病
院
と
し
て
２
次
〜
３
次
救
急
や
高

度
専
門
医
療
に
注
力
し
て
い
ま
す
。消
化
器
セ
ン
タ
ー
、が
ん

集
学
的
治
療
セ
ン
タ
ー
、こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
、呼
吸
器
セ
ン

タ
ー
、周
産
母
子
セ
ン
タ
ー
、心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
の
６
つ
の

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、診
療
科
間
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
病

院
の
総
合
力
で
救
急
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、圏
域
だ
け
で
な
く
圏
域
外

の
患
者
さ
ん
に
も
対
応
し
て
お
り
、２
０
２
３
年
度
は
手
術
・

救
急
受
け
入
れ
と
も
９
千
件
弱
の
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

西
山　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
、ご
苦
労
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。

大
西　

県
立
加
古
川
医
療
セ
ン
タ
ー
が
県
下
唯
一
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拠
点
病
院
に
な
っ
た
こ
と
で
救
急
対

応
が
止
ま
り
、圏
域
の
救
急
が
当
院
に
集
中
し
ま
し
た
。当
院

も
コ
ロ
ナ
対
応
重
点
医
療
機
関
と
し
て
52
床
の
コ
ロ
ナ
病
床

を
設
け
重
症
・
中
等
症
の
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け
入
れ
た
た
め
、

第
７
波
・
８
波（
２
０
２
２
年
後
半
か
ら
２
０
２
３
年
初
旬
）で

は
日
に
よ
っ
て
４
〜
５
台
の
救
急
車
の
列
が
救
急
外
来
前
に

で
き
、コ
ロ
ナ
患
者
も
い
れ
ば
大
動
脈
解
離
の
患
者
も
お
り
、

コ
ロ
ナ
患
者
の
帝
王
切
開
な
ど
困
難
な
診
療
が
続
き
ま
し
た
。

西
山　
院
内
感
染
は
ど
う
で
し
た
か
。

大
西　

入
院
患
者
に
つ
い
て
は
迅
速
な
隔
離
な
ど
で
大
き
な

広
が
り
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、職
員
は
自
身
の
感
染
や

家
族
の
感
染
な
ど
で
最
大
１
０
０
人
休
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、診

療
制
限
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
と
も
思
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、可

能
な
職
員
は
病
院
で
確
保
し
た
駅
前
の
ホ
テ
ル
か
ら
出
勤
し

て
も
ら
っ
た
り
、院
内
で
何
人
の
職
員
が
休
ん
で
お
り
何
人
が

戻
っ
て
く
る
か
が
一
括
で
分
か
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
他
部

西
山　
勤
務
医
の
先
生
方
は
ご
多
忙
で
大
変
で
し
ょ
う
。

大
西　
確
か
に
忙
し
い
の
で
す
が
、
タ
ス
ク
シ
フ
ト
を
積
極

的
に
進
め
て
い
ま
す
。
電
子
カ
ル
テ
入
力
の
代
行
な
ど
を
行

う
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｍ
Ａ
）
に
は
「
医
師
事
務

作
業
補
助
体
制
加
算
」
と
い
う
診
療
報
酬
上
の
評
価
が
あ
り

ま
す
。
最
大
で
も
15
床
あ
た
り
Ｍ
Ａ
１
人
の
点
数
の
た
め
当

院
で
は
40
人
い
れ
ば
よ
い
計
算
な
の
で
す
が
、
実
際
に
は
83

人
お
り
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
診
察
室
に
Ｍ
Ａ
が
つ
い
て
い
ま
す
。

私
は
、
医
師
や
看
護
師
が
そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
仕
事
に
専
念
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
医
師
が
患
者
を
診

れ
ば
診
る
ほ
ど
、
書
類
作
成
の
業
務
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ

れ
を
Ｍ
Ａ
に
代
行
し
て
も
ら
う
わ
け
で
す
。

西
山　
確
か
に
、ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
一
番
時
間
を
要
す
る
の
は

紹
介
状
の
作
成
で
す
。

大
西　
当
院
は
特
定
行
為
研
修
指
定
研
修
機
関
で
も
あ
り
ま

す
。
現
在
10
人
が
研
修
し
て
お
り
、
４
月
か
ら
特
定
行
為
看

護
師
16
人
の
体
制
に
な
り
ま
す
。
資
格
を
と
っ
て
も
現
場
で

働
く
上
で
は
医
師
と
の
連
携
が
重
要
で
、
病
院
ご
と
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
技
能
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
当
院
で
は
、
循
環
器

と
救
急
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
な
ど
の
分
野
を
中
心
に
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

東
播
磨
医
療
圏
の
中
核
病
院
と
し
て
、2
次
〜
３
次
救
急
や
高
度
専
門
医
療
の
提
供
を
担
う
加
古

川
中
央
市
民
病
院
。院
内
教
育
・
研
修
や「
働
き
方
改
革
」、院
内
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
な
ど
同
病
院
の
特

色
に
つ
い
て
、地
方
独
立
行
政
法
人
加
古
川
市
民
病
院
機
構
の
大
西
祥
男
理
事
長
に
協
会
の
西
山
裕

康
理
事
長
と
宮
武
博
明
副
理
事
長
が
話
を
伺
っ
た
。（
大
西
先
生
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
点
の
３
月
末
ま

で
同
機
構
理
事
長
と
加
古
川
中
央
市
民
病
院
院
長
を
兼
任
、４
月
よ
り
平
田
健
一
新
院
長
に
交
代
）

職
員
の
労
働
環
境
に
も
気
を
配
り

人
材
育
成
に
投
資
す
る「
学
べ
る
病
院
」

加
古
川
市
民
病
院
機
構
理
事
長
　
大
西 

祥
男
先
生

タ
ス
ク
シ
フ
ト
で
医
師
本
来
の
仕
事
に
集
中

コ
ロ
ナ
禍
で「
地
域
医
療
を
守
る
」「
職
員
を
守
る
」

宮
武　
研
修
医
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
い
か
が
で
す
か
。

大
西　
お
陰
様
で
２
０
１
６
年
度
か
ら
今
ま
で
フ
ル
マ
ッ
チ

「
学
べ
る
病
院
」人
材
育
成
に
力

西
山　
昨
年
は
当
会
か
ら
模
擬
の
個
別
指
導
・
適
時
調
査
に
も

伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。少
し
は
お
役
に
立
て
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。

大
西　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。大
変
助
か
り
ま
し
た
。

私
は
研
修
医
の
頃
に
、社
保
の
審
査
委
員
も
さ
れ
て
い
た
土
屋

五
郎
先
生
と
い
う
方
に
カ
ル
テ
記
載
な
ど
に
つ
い
て
厳
し
く

指
導
い
た
だ
き
、保
険
診
療
に
お
い
て
大
事
な
こ
と
、医
師
と

し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
叩
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

当
院
で
は
カ
ル
テ
監
査
を
徹
底
的
に
行
い
、指
導
料
を
算
定
し

た
際
の
カ
ル
テ
記
載
が
し
っ
か
り
行
わ
れ
て
い
る
か
を
繰
り

返
し
点
検
し
ま
す
。算
定
要
件
で
カ
ル
テ
記
載
し
な
い
と
い
け

な
い
項
目
が
１
番
目
、２
番
目
、３
番
目
と
あ
る
と
し
て
、１
番

目
が
記
載
で
き
て
い
る
の
が
何
％
、２
番
目
が
何
％
と
、何
が

抜
け
て
い
る
か
が
す
ぐ
に
分
か
り
、そ
れ
を
医
療
業
務
部
が

デ
ー
タ
を
と
っ
て
診
療
科
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

西
山　

結
果
を
客
観
的
に
示
し
て
あ
げ
る
こ
と
は
効
果
的
で

し
ょ
う
ね
。

大
西　
当
院
で
は
院
内
D
X
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

日
常
的
な
カ
ル
テ
記
載
点
検
で
個
別
指
導
対
策

高
度
専
門
医
療
を
中
心
に
し
た
総
合
診
療
体
制

署
か
ら
の
応
援
体
制
を
つ
く
る
な
ど
、１
６
０
０
人
の
職
員
を

守
り
な
が
ら
、救
急
対
応
や
緊
急
手
術
を
停
止
さ
せ
ず
地
域
医

療
を
守
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

【
お
お
に
し 

よ
し
お
】1
9
5
6
年
生
ま
れ
、83
年
神
戸
大
学
医
学
部
卒
。84
年
三
菱
神

戸
病
院
、86
年
神
戸
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
、90
年
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、93

年
米
国W

ashington

大
学（St.Louis

）にResearch Fellow

と
し
て
留
学
。
95
年
神
戸

大
学
医
学
部
第
一
内
科
助
手
・
講
師
、2
0
0
1
年
神
鋼
加
古
川
病
院
内
科
・
循
環
器
科

部
長
、08
年
同
副
院
長
、09
年
県
立
柏
原
病
院
院
長
兼
同
看
護
専
門
学
校
長
、11
年
地
方

独
立
行
政
法
人
加
古
川
市
民
病
院
機
構
加
古
川
東
市
民
病
院
院
長
、13
年
地
方
独
立
行

政
法
人
加
古
川
市
民
病
院
機
構
加
古
川
西
市
民
病
院
・
加
古
川
東
市
民
病
院
統
括
院

長
、16
年
同
機
構
理
事
長
兼
加
古
川
中
央
市
民
病
院
院
長
。24
年
４
月
よ
り
現
職

大
西 

祥
男
先
生

加
古
川
市
民
病
院
機
構
理
事
長

西
山　

実
際
に
医
師
の
負
荷
が
と
れ
る
く
ら
い
の
タ
ス
ク
シ

フ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

大
西　
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。医
師
か
ら
は
ど
の
勤
務

帯
に
も
特
定
行
為
看
護
師
が
い
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
の

要
望
も
あ
り
ま
す
。ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の
リ
ー
ド
抜
去
な
ど
、

看
護
師
に
任
せ
る
業
務
は
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
増
え
て
い
く

と
思
い
ま
す
が
、特
定
行
為
看
護
師
の
数
が
増
え
れ
ば
医
師
も

よ
り
頼
み
や
す
く
な
り
、負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
の
で
、今
後
増
員
予
定
で
す
。

西
山　

４
月
か
ら
は
医
師
の「
働
き
方
改
革
」の
新
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。

大
西　

当
院
で
は
心
臓
血
管
外
科
、循
環
器
内
科
、消
化
器
内

科
、消
化
器
外
科
の
４
つ
の
診
療
科
が
B
水
準（
年
間
の
時
間

外
労
働
の
上
限
時
間
が
同
１
８
６
０
時
間
）で
、残
り
の
診
療

科
は
A
水
準（
同
９
６
０
時
間
）で
す
。一
番
の
問
題
は
、学
会

等
で
の
講
演
の
準
備
時
間
を「
自
己
研
鑽
」と「
時
間
外
労
働
」

の
ど
ち
ら
と
と
ら
え
る
か
で
、基
本
は
上
司
の
指
示
に
よ
る
も

の
か
ど
う
か
で
判
断
し
ま
す
。医
師
が
自
ら
希
望
す
る
も
の
は

自
己
研
鑽
、希
望
は
な
く
上
司
か
ら
の
指
示
で
行
う
も
の
は
労

働
と
い
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、診
療
科
に
よ
っ
て
若
干
考

え
方
も
異
な
り
ま
す
の
で
、上
司
と
部
下
と
で
よ
く
話
し
合
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

宮
武　

職
員
の
労
働
衛
生
管
理
に
も
気
を
つ
か
わ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

大
西　
え
え
。ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
全
体
の
状
況
に

つ
い
て
は
私
も
目
を
通
し
ま
す
し
、職
員
の
満
足
度
調
査
も
行
っ

て
い
ま
す
。気
に
な
る
結
果
に
つ
い
て
は
産
業
医
が
面
談
し
、内

容
に
よ
っ
て
は
私
も
出
席
す
る
安
全
衛
生
委
員
会
で
注
意
喚
起

が
な
さ
れ
ま
す
。研
修
医
に
は
担
当
職
員
が
つ
い
て
必
要
に
応

じ
て
面
談
す
る
な
ど
、日
常
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

企
画
情
報
部
門
に
い
る
医
療
情
報
技
師
が
D
X
の
エ
ン
ジ
ン

で
、
そ
の
う
ち
年
に
20
人
し
か
通
ら
な
い
「
上
級
医
療
情
報

技
師
」
が
私
の
ブ
レ
イ
ン
で
す
。
カ
ル
テ
監
査
で
も
、
デ
ー

タ
を
見
な
が
ら
課
題
を
見
つ
け
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。
審

査
、
指
導
や
適
時
調
査
に
関
す
る
兵
庫
県
保
険
医
協
会
の
ノ

ウ
ハ
ウ
は
貴
重
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

西
山　

本
日
は
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
任
の
平
田
健
一
新
院
長
の
ご
活
躍
に
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

宮
武　
大
西
先
生
も
、機
構
の
理
事
長
と
し
て
引
き
続
き
ご
活

躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ン
グ
で
、
２
０
２
３
年
度
も
定
員
の
14
人
に
対
し
て
67
人
が

受
験
し
ま
し
た
。
１
位
希
望
者
は
35
人
と
、
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。

西
山　
そ
ん
な
に
大
勢
が
。
皆
さ
ん
、
病
院
の
魅
力
に
惹
か

れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

大
西　
当
院
で
は
「
学
べ
る
病
院
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

学
会
参
加
や
資
格
取
得
、
大
学
院
、
国
内
外
留
学
支
援
な
ど
の

費
用
を
病
院
が
出
す
な
ど
、
人
材
育
成
へ
の
投
資
を
惜
し
ま
ず

「
し
っ
か
り
学
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
初
期
研
修
医
の
客
観
的
な
臨
床
能
力
の
評
価
を
目

的
と
し
た
「
基
本
的
臨
床
能
力
評
価
試
験
」
の
２
０
２
３
年
度

の
成
績
で
は
、
受
験
し
た
当
院
の
１
年
次
研
修
医
が
４
９
３
病

院
の
う
ち
40
位
、
２
年
次
は
４
９
５
病
院
の
う
ち
10
位
と
い
う

結
果
で
、
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

聞き手

西
山 

裕
康

理
事
長

聞き手

宮
武 

博
明

副
理
事
長
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INFORMATION

　
朝
、
新
聞
を
取
り
に
ド
ア
を
開
け
る
と
思

わ
ず
頬
が
緩
む
。
金
木
犀
の
青
々
と
し
た
葉

が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
か
ら
だ
。
元
々
こ

の
金
木
犀
は
、
裏
庭
に
あ
る
わ
ず
か
幅
20
セ

ン
チ
ほ
ど
の
花
壇
に
窮
屈
そ
う
に
佇
ん
で
い

た
。
我
が
家
は
女
房
の
実
家
で
も
あ
り
、
女

房
曰
く
、
40
年
前
の
新
築
時
に
植
え
ら
れ
、

毎
秋
甘
い
香
り
を
放
っ
て
い
た
が
、
い
つ
し

か
花
が
咲
か
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で

昨
年
、
固
く
水
気
の
な
い
葉
に
覆
わ
れ
た
老

木
を
引
っ
こ
抜
き
、
大
き
な
鉢
に
た
っ
ぷ
り

の
肥
料
と
と
も
に
植
え
替
え
た
。
す
る
と
今

年
に
入
っ
て
急
に
新
芽
が
吹
き
出
し
、
あ
っ

と
い
う
間
に
全
て
の
葉
が
入
れ
替
わ
っ
た
。

お
よ
そ
30
年
ぶ
り
の
「
芽
吹
き
」
だ
っ
た
。

　
植
物
で
あ
れ
人
で
あ
れ
、
成
長
す
る
過
程

を
見
る
の
は
嬉
し
い
。
ぼ
く
は
今
、
自
宅
の

稽
古
場
で
「
愚
か
塾
」
と
い
う
落
語
教
室
を

開
い
て
い
る
が
、
教
え
る
醍
醐
味
は
塾
生
が

イ
キ
イ
キ
と
変
わ
っ
て
い
く
さ
ま
を
見
る
こ

と
だ
。
塾
に
集
う
の
は
吃
音
や
対
人
恐
怖
症

に
悩
む
学
生
、
仕
事
の
ス
キ
ル
を
上
げ
よ
う

と
い
う
教
師
や
僧
侶
、
経
営
者
な
ど
。
こ
の

場
に
お
い
て
、
ぼ
く
は
「
〇
〇
さ
ん
は
上
手

い
」
と
い
っ
た
言
い
回
し
は
口
に
せ
ず
、
塾

生
同
士
で
も
御
法
度
に
し
て
い
る
。
例
え
褒

め
言
葉
で
あ
っ
て
も
、
他
人
と
の
比
較
に
つ

な
が
る
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
各
自
が
稽
古

を
積
ん
だ
り
工
夫
を
重
ね
た
り
し
た
こ
と
へ

の
賛
辞
は
惜
し
ま
な
い
。
だ
か
ら
一
番
の
誉

め
言
葉
は
「
変
わ
っ
た
な
ぁ
」。

　
実
は
、
金
木
犀
の
植
え
替
え
を
薦
め
て
く

れ
た
の
は
塾
生
の
一
人
だ
っ
た
。
風
水
師
を

生
業
と
す
る
彼
が
「
師
匠
、
玄
関
の
植
木
を

背
の
高
い
も
の
に
変
え
る
と
、
も
っ
と
良
い

運
気
に
な
り
、金
ま
わ
り
も
良
く
な
り
ま
す
」

と
教
え
て
く
れ
た
の
だ
。
こ
う
い
う
こ
と
に

疎
い
ぼ
く
も
「
金
ま
わ
り
」
と
い
う
ワ
ー
ド

に
思
わ
ず
反
応
。
結
果
、
金
ま
わ
り
…
は
と

も
か
く
、
金
木
犀
と
共
に
ご
機
嫌
な
日
々
を

過
ご
し
て
い
る
。

　
ぼ
く
も
す
っ
か
り「
変
化
が
怖
い
お
年
頃
」

だ
が
、
大
変
身
を
遂
げ
た
金
木
犀
か
ら
「
お

前
も
ま
だ
ま
だ
変
わ
れ
る
で
」
と
エ
ー
ル
を

送
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
秋
に
は

き
っ
と
花
が
咲
い
て
、
さ
ら
に
良
い
気
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。
つ
い
で
に

金
ま
わ
り
も
…
少
し
期
待
し
て
い
る
。（
了
）

や
り
た
い
臨
床
の
た
め
、

入
念
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

不
要
の
医
療
モ
ー
ル
を
選
択

体 開
験 業

私の
　

２
歳
の
誕
生
日
に
発
症
し
た
喘
息
が
き
っ
か
け
で
す
。当
時
は
あ

ま
り
良
い
薬
が
な
く
、発
作
が
起
こ
る
た
び
に
、喘
息
・
ア
レ
ル
ギ
ー

専
門
の
先
生
に
診
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。父
の
高
校
の
同
級
生
で

も
あ
る
そ
の
先
生
は
、連
絡
を
す
る
と
夜
中
で
も
車
を
飛
ば
し
て
治

療
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
ん
な
熱
心
な
先
生
が
身
近
に
お
ら

れ
た
こ
と
、ま
た
父
が
歯
科
医
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、将
来
は
医
師

か
歯
科
医
に
な
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
専
門
は
I
B
D（
炎
症
性
腸
疾
患

：In
fl
am
m
atory 

B
ow
el D

isease

）で
す
。潰
瘍
性
大
腸
炎
や
ク
ロ
ー
ン
病
な
ど

で
す
が
、基
本
的
に
死
ぬ
病
気
で
は
な
く
、長
く
患
者
さ
ん
と
付

き
合
う
病
気
で
す
。病
院
で
中
等
症
か
ら
重
症
の
難
し
い
症
例
を

中
心
に
対
応
す
る
の
か
、軽
症
か
ら
中
等
症
の
症
例
を
中
心
に
幅

広
く
対
応
し
て
い
く
の
か
を
考
え
た
と
き
に
、自
分
に
は
後
者
が

向
い
て
い
る
と
考
え
選
択
し
ま
し
た
。こ
こ
5
〜
6
年
で
外
来
で

使
え
る
I
B
D
治
療
薬
が
か
な
り
増
え
て
、全
国
的
に
は
I
B
D

専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
増
加
し
て
い
ま
す
。I
B
D
の
入
院
患
者
さ

ん
は
大
学
病
院
で
も
減
っ
て
い
て
、外
来
で
の
治
療
が
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。若
年
か
ら
発
症
す
る
病
気
で
す
の
で
、仕
事
も

し
な
が
ら
、多
く
の
人
が
受
診
し
や
す
い
I
B
D
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
患
者
さ
ん
の
役
に

立
ち
た
い
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、I
B
D
だ
け
で
は
な

く
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
一
般
消
化
器
内
科
は
も
ち
ろ
ん
、

在
宅
診
療
も
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先
生
が
医
師
を
志
さ
れ
た
の
は

開
業
し
て
１
年
半
で
す
が
ど
う
い
う

き
っ
か
け
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

　

歩
い
て
通
え
る
距
離
で
し
か
開
業
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

開
業
の
成
功
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
8
割
、
9
割
決
ま
る
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
自
分
に
は
そ
こ
ま
で
入
念
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
無
理
だ

と
思
い
、
医
療
モ
ー
ル
で
の
開
業
を
選
択
し
ま
し
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
基
本
的
に
は
医
業
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
れ
ば
経
営
破
綻
は
し

な
い
の
で
、
私
は
シ
ン
プ
ル
に
臨
床
を
が
ん
ば
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス

で
や
っ
て
い
ま
す
。
得
意
で
は
な
い
お
金
儲
け
の
こ
と
を
考
え
る
の

が
嫌
だ
っ
た
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
患
者
さ
ん
が
増

え
、
医
院
経
営
が
安
定
す
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
業
地
の
選
定
は

苦
労
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

　

学
校
の
成
績
が
い
い
か
ら
と
い
っ
て
、
医
者
に
な
る
時
代
は
終

わ
る
と
思
い
ま
す
。
経
済
的
に
そ
ん
な
に
恵
ま
れ
な
い
し
、
仕
事

は
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
ハ
ー
ド
で
責
任
も
重
い
。
逆
に
、
全

て
の
医
師
が
働
き
方
改
革
に
よ
り
適
切
な
働
き
方
に
な
っ
た
ら
、

別
の
問
題
が
出
て
き
ま
す
。
医
療
保
険
制
度
の
矛
盾
だ
と
思
い
ま

す
。
医
療
社
会
保
障
の
財
源
が
増
え
な
い
前
提
で
話
を
す
る
と
そ

う
な
る
の
で
、
根
本
的
に
変
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
点
で
も
、
社
会
保
障
制
度
が
限
界
に
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

医
療
保
険
制
度
自
体
の
問
題
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

　

経
済
的
な
面
に
期
待
し
て
の
開
業
は
や
め
た
方
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
特
に
安
定
し
て
医
療
提
供
で
き
る
水
準
の
診
療
報
酬
点
数

が
、
と
に
か
く
減
ら
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
内
視
鏡
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
増
え
れ
ば
、
そ
こ
が
狙
わ
れ
て
削
減
さ
れ
る
、
在
宅
で

も
往
診
単
発
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ド
ク
タ
ー
や
コ
ー
ル
ド
ク
タ
ー
な
ど

新
し
い
試
み
を
や
る
人
た
ち
が
出
て
く
れ
ば
、
ガ
ツ
ン
と
や
ら
れ

る
。
そ
も
そ
も
、
経
済
的
な
恩
恵
を
求
め
て
開
業
す
る
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
と
し
て
、
ポ
リ
シ
ー
や
モ
ッ
ト
ー
を
も
っ

た
診
療
を
す
る
た
め
に
開
業
す
る
の
が
、
本
来
で
す
。
働
き
方
改

革
も
踏
ま
え
て
、
仕
事
が
人
生
の
1
0
0
％
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

あ
く
ま
で
も
人
生
の
一
部
が
仕
事
で
、
臨
床
の
な
か
で
や
り
た
い

こ
と
が
あ
っ
て
開
業
す
る
と
い
う
姿
勢
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

開
業
を
予
定
し
て
い
る
人
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　

私
が
保
険
医
協
会
に
入
会
し
た
の
は
医
師
会
の
集
り
で
新
規
開

業
の
人
に
資
料
が
配
ら
れ
て
、
保
険
医
協
会
の
こ
と
を
知
っ
た
の

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
覚
え
て
い
ま
す
。
今
、
保
険
請
求
の
こ
と

を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
講
演
会
等
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
休
業
保
障
制
度
も
こ
れ
は
必
要
と
勧

め
て
も
ら
っ
て
加
入
し
ま
し
た
。
保
険
医
協
会
の
様
々
な
事
業
で

私
た
ち
は
助
か
っ
て
い
ま
す
。

協
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

診
療
報
酬
改
定
で
は
、
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の
3
疾
患
が
算

定
で
き
な
く
な
る
の
は
か
な
り
痛
手
で
す
。
国
は
医
療
D
X
を
本

格
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
点
で
は
私
は
電
子
カ
ル
テ
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
も
も
っ
と
劇
的
に
推
進
す
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
、
ま

だ
緩
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
患
者
情
報
の
共
有
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
患
者
に
も
医
療
従
事
者
に
も
D
X
に
不
慣
れ
な
人
が
い

る
と
い
う
目
先
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
ず
、
10
年
、
20
年
先
の
医
療
界

の
メ
リ
ッ
ト
を
保
険
医
協
会
も
ふ
ま
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
次
診
療
報
酬
は
マ
イ
ナ
ス
改
定
、

ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す

勤務医のための開業実現セミナー勤務医のための開業実現セミナー「理想を実現する新規開業」「理想を実現する新規開業」
「私の開業体験」開業医の経営と実際
講師●西宮市 さかお内科・消化器内科 坂尾 将幸先生

開業コンセプトの策定と
開業地選定のポイント

1部

2部

講師●エニータイムヘルスケアコンサルティング（株）
代表取締役 牟田 修 氏

6月29日（土） 午後2時30分～日　時：

2,000円参加費：会員 6,000円会員外

兵庫県保険医協会 6階会議室
JR元町駅・阪神元町駅　東口より徒歩7分

会　場：

お問い合わせは
まで ▲組織部 TEL 078-393-1817

参加者には
「新規開業医の手引き」

を無料進呈

桂
花
團
治
の
コ
ラ
ム「
咄
の
は
な
し
」

６月うずみ火講座
桂花團治 「じぃじの桜～大阪空襲ものがたり～」

落語＆トークの夕べ

●日　時…
●会　場…
●資料代…

6月1日（土） 午後2時30分～
大阪市此花区「クレオ大阪西」
2000円

桂 花團治
PROFILE

（かつら はなだんじ）

落語家・大阪青山大学健康科学部
客員教授、大阪府豊中市生まれ。
1982年2代目桂春蝶に入門。「桂
蝶六」を名乗る。2015年4月、70年
ぶりの名跡復活となる「三代目桂
花團治」襲名。兵庫県保険医協会
文化部主催の『初笑い！新春保険
医寄席』にレギュラー出演。

【おおつか たかし】2008年兵庫医科大学卒業、2010年3月神戸大学医学部附属病院初期研修修了。神戸赤十字病院、神戸大学医
学部附属病院、済生会中津病院、尼崎中央病院での勤務を経て、2022年年10月におおつか内科・消化器科・IBDクリニックを開業

大
塚 

崇
史
先
生

お
お
つ
か
内
科
・
消
化
器
内
科
・

I
B
D
ク
リ
ニ
ッ
ク

2022年10月に
神戸市東灘区で

開業された、おおつか内科・
消化器内科・IBDクリニック

大塚崇史先生に
お話しを伺った。

「
30
年
ぶ
り
の
新
芽
」

問い合わせ先 06-6375-5561
http://uzumibinews.com/
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